
Ｌ■

詞

４



Nｉ

郡
添
い
寺
ま
で
弓

い
塵
い
上
論
奈
し
た

理

層

圭津

生
寺
そ
い
３

人
の
（
圭

一
一
の
六
蓮
も

品
ひ
つ
門
ろ

、
一
句
の
人
々
を
／

隊
一
つ
と
哲
一
。
い
ま
す

、

i鴇

c②Iｸ゙雷擬職t葺融琴撫封．

弓くＬ:、芝.､弓

i造１

這



綱昨6異吐
一二

緑I､'6､くそ
皿超PIk皿Ｐ

輯

＝

湖峰福卜'､』iﾐ'+厨､…夕

リニ神

竹暑‘
＝一ロ

蔵

別慌'､'岸:gi｣地′

平睡嘉岬r緋」

職鯉if'ド樗柳⑬
…６Ｖ二､劇｣』Ｊ

＠うI'>J帆F'竹
去蝿…

Ｃｌ
一一

０国

〉JニィI､冬上下ノ ｢軸述
|唾6瓦+j､ｕＷ響。

r熊
イーヘーノ

一
一
／

，
缶
‐

二
Ｆ

供
シ
奪
蛎

纂
一
鯉
獅

ぴ
母
州

型
皿
出

卜
、
畦
製
旬

鍋
Ｇ
①
・

封
割
細
い

１
１

．
や
画
一
．

吾Ｉｖ｡｡仲
一

ｼＪ州押祁
,鯉｢蝿比r′

､<g諜喧ドい

、血帥い畔

Fﾉ竹'↑､蝿Ｉｎ

孟堂ドニIv,6沖

"Ｈ１岨や1,,6を

|終6導愉必<i§,忙訂

N､'6“雌



い
う
ト
ゼ
ま

し
っ
か
り
や
り
左
さ
い

＜
箱

'３

ｈ，

、
蕊
身

黙
竺

００
０，

'３

皇

／Ｉ

|｜

Ⅱ

灰
で
③
豆
叶
〈
紺
え

零
制
ホ
ダ
強
た
大
師
の

「
虐
口
の
杜
古
牢
，
で

６

Ｉ

自
分
が
「
合
Ｐ
お
せ
三
一
と
を

で
毛
そ
水
は

一
大
（
自
然
）
の
栗
妨
だ
一
｜
ど
だ

天
内
質
ご
才
一
一
と
に

太
郡
の
命
は
矩
か
か
怪
！

菱
雲

等



〃口

夕

1ワ

ｇｏ
Ｕ
ｂ

彦
鐸ｐ、

（員、
ｎｕ

ロ

声



、

一

］
‐
謡
し
い
世
界
〈
精
っ
て
～

‐
次
生
家
考
琴
偽
で
Ｉ

ま
Ｕ
勤
鋲
一
つ
Ｙ
し
て
リ
タ

ノ

ー

》
、
一
〆
／

、

～

凸、

〆
一
一
一
へ
へ

／
六
部
の
魂
の

、
、

，
‐
や
評
七
Ｑ
郎
抽
（
つ
す
災
が
、
．

、
毛
一
つ
諾
し
ま

／
太
郡
は

、

箔
云
て
し
ま
う
ガ
ミ
ノー

六
部
ほ

ど
一
Ｅ
屯

い
っ
て
な
い
Ｕ
や

な
排

以
前
洪
川
宅

宅
っ
と

強
い
存
在
ｒ

左
そ

ち
な
提
と
華
償

至
預
は
ち
振
渥
常
曳
っ
て
諭
す

太
郎
里
根
甘
ょ

２．３

2-4卜

六
郎
の
母

、
1

呼 ＺＺ

生
寺
、
了
い
３
Ｉ

Ｙ
い
一
つ
一
一
ど
渥
主



吟ﾏ

画

．

唖昌Z捉圃

サ
ー
ウ
Ｌ
い
｛
一

つ
（
う
い
一
一

す
べ
て
当
で
て
対
く
糸

私
は
官
単
で
が
た
さ
け
て

一
上
一
一
。
毛
こ
さ
ず
聞
い
て
古
甲
ま
う
…

だ
が
５
一
そ
の
非
で
汁

全
部
一
瓶
に
預
け
な
さ
い
：
．

う

■

２６

○
○

途
Ｏ１

Ｉｌ（ j蕊畠寵礎越
迂曲

ｒＥ４三”ｚ§

厚
０
●
●
■
・
■
■
▼
凸
厘

2-8

墨皇

。

○〈つ

つ

２．１７

。

。
》
令

①
○③

。

ノ
、

太
郎
の
潅
弘
に
土

一
生
詫
倫
‐
生
害
善
フ

、



別
人
宏
一
一
一
渥

恭
Ｌ
計
考
課
い
て
ｕ
く
ん
だ
：
、

１
１
Ⅱ

六
Ｊ
ぞ
一
子
壬

‐
夜
営
水
か
け
で

訴
願
が
か
く
水
司
る

一
一
人
底
に
だ
く
奇
人
い
言

F

臼〃

■

夕■

『
夕■

『

L子

ｑ
ｌ
１

き
ね
ぴ
Ｑ

同
Ｕ
苦
熱
布

韮
自
呂
添
う
人
が

１
１

お
ち
、
弓
一
つ
な
ん
憎

垢
だ
し
甘
叶
い
や
な
い

一一

刊
一
、
Ⅱ

”
■

ｉｉｉ

雲ｈ

、

、
‐
、
弄
苛
《
辻
卜
治

●
ｌ
、

巳

~ZﾊＰ

3０

３

が
弓
駿
生


